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熱 帯 植 物 病 学 の 展 望

楯 岡 良 夫
(岐阜大学農学部)

瀬稲はTt荷が1963年 7 月 7- 12rlフィリッピソにおけ

る国際稲研死所(TnternationalRiceResearchrnstitut.e)

1三伯の補熱伺VソポUグムに招かれた機会に､同月15-

19円琉球I:e肪臥 16日に琉球大学に於て行った謂汝の要

田であ る｡

竹井は17年間の!?抑 こおける的物弼研究/巨活の間､中

rrg人肌 軸部似 こHI蛸 島をJGtP亜鮒 拝の柄現'kを舛映深 く

税新 し､父1961年 の米軟偶輯掛 こ出癖唖の祝 乳 姫 に

1963-84呼帽JlJ3企て:d盛男横枠 (FA0)の稲伺理抑当省

として FAO7gア及擁脱文離 (也パンコ･'ク)に駐

イ仁､タイMlY.見料J･学 (KasetzartUniversity)に於け

る朋兜/巨粥を紳助するに及んで､鮒 は岨物柄学への興境

の愈々つのろの魯覚えた｡'t岬 のWT学への関心は魁師松

木劫火fLlこ婿増されたのに始まるが､以後上記のような

例会に心ほれたことにもよるのであろ.今回の琉球肋間

はこのぷIlいこ於ても町n･にとつてgl･損であり､ご梯配を

ul1-,1=F:blrは一放校他多敬のJJl々 に花期する次 郡 で あ

/Jo

対 義 に つ い て

熱形的物病学 (TropicalPhytopathology)の樹立を

初めて挺ruLT:のは松本 (1936､1943)であろう｡勿論

劫将組物の病等の各論的な研究は帯から敬多くあって､

印行本についてみても古くは Cook(1913)の熱帯作物

の嫡宙也があり､ 以後甘腔､ バナナ, ゴ ム ノキ､柑

描.稲､茶など熟和文は並熱柑作物の夫々について作物

別に病者執1つの成潜が出ているくらいである.又研死所

についてみても､熱情又は亜熱ヰ掛こ位思する大学および

研死所の虹柄研死相位は決して席有ではないし､温鰍 こ

あっても熱帯作物柄等を対象とすろものがあって､例え

ば叩骨が祝祭した範囲についていえば､バリー に あ る

フラyス国立熱博康澄研死所 (Institute Recherche

AgronomiqueTropicale)の病理部などは後者の例であ

ろう｡ 且かこB'dt氾 FAO には (TropicalPlantPatho･

logist)なるポス トがあって､ 熱播植物病学という呼称

は別に円新しいものではない.

併し乍ら松本 (1943)が田浦LTこように､単に対像が

鮒 fLf作物の病雷であるというだけでーそれら病雷を羅列

混明しただけでは､学としての体系をなさない｡科学の

分科は人々の理念 (目標)をもち､文学的思想体系を棟
成するために､対象と共に方法論に於ても特徴づけられ

ねばならぬ｡懲者の考えによれば熱帯植物病学の研究対

敏はもとより熱帯植物の疾病が主となるが､温帯の疾病

も又それらが熱帯環境に於て発生するとき､温帯に於け

ると舞った原理に支配されて特徴的発生をするならば､

或は発生しなくなるならば､そのような機構原理こそ魚

楢岨病学の研死分野である｡

Tt者 (1942)が宙て熱帯に於ける櫨物疾病の特性を論

じた際にあげた禾穀黒地病類の例はまさしくその一つで

あろう｡禾穀の魚槻病額は一般に苗稗度地域に発生著し

く､低悌皮地域に発生する親船病齢の種類は限定されて

いる｡台略に於では首て日本か ら種子を輪入した1936年

頃迄は小史孫娘憶病､大女裸黒祇病は典に発生したが､そ

の後台掛 こおける書き作&{栽培法が確立されて台湾産種子

が用いられるに及んで全 く形を没するに至った｡その湖

山は8カ月にわたる砧温下種子貯蔵中､種子内潜在菌の越

EZ不能自滅による天然の完全消超によるもので､実地典

男にも忠義取入である｡折る現象は蝉に熱帯環境におけ

る皮相な親祭では認識し難いのであって､温博の現象誼

みの基礎の上に初めて比較発見が可能となるであろう｡

このような見地からすれば､温帯に普遍的に発生する疾

病で 熱帯には稀であるか又は発生しない疾病､例えば

果樹等の席頭髄腔病 (Agrobacterium tumefaciens)莱

類の根樹病 (Plasmodiophorabrassicae)なども､熱帯

植物病学の対象として決して無意義ではない｡

温熱両帝に普遍的に発生する疾病であっても､両帯に

おける発生流行の様相の異同を検討することは熱帯植病

学の分野に属せしめてよいから､稲熱病や多数の植物に

発生すろ紋枯病や自絹病のような普遍的疾病も対象にな

る｡更に範者 (1942)が曽てあげた トクガラVの白鶴病

の場合のように､ 寄主は 温帯にも栽培きれるにも拘ら

ず､寄生者たる自渋病菌 (Leveillulataurica)は熱帯

にのみ分布し､而もその寄生法が一般の由渋病歯の表面

寄生であるのに反して､内生であるという例などは､熱

帯臆病学の好個の研究対象となろう｡

これを要するに熱帝位病学の対象は､例えばコーヒー

鏡病 (Hemileiavastatrix)のように寄生者も寄主も共

に熱樽にあって経済的重要性のあるものに限る必要は毛
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頭 ないのである｡熱帯における疾病発生流行の特赦的な

原理法則の樹立が熱帯艦病学の理念であるからには､そ

のような普遍妥当性ある法則研究の材料となり得るもの

な らば､如何なる感類の病宵であろうと､又経済的忠義

の少い雑草7)疾病であろうとも､その対象として不足は

ないと考えるのである｡

方 法 に つ い て

熱帯植物病学を植物病学の-分科として特赦づけるも

のは何か｡既記のように対象が広範臥 こ亘るために明確

に規定し稚いとすれば､熱帯の環境と疾病の発生及び流

行との関係をその焦点として考えたい｡従ってその方法

論は項境南理学的な実験科学的性格のもので､単なる疾

萌地理 (分布)論ではない｡その中心を貫 く立軌 ま熱帯

疾雨生態学であり､生態学的方法論の中核をなすといい

たい｡この場合､個体と環境との関係を研究するには実

験生態学的に比較的容易に行い得られる｡これは感触学

の範囲において組物簡捷の疾病感典発病と環境包子との

閑除を､人為制軒条件下に研究し得るから∴ 学 的 法 則

柵立についても反覆立証､普遍妥当性の確執 こ便 利 で

ある｡併し疾頓生態学 (lPathologicalEcology)の本帝

は植物集団の環境病理学であって､植物投学 (P一ant

Epidemiology;Epiphytology)の立場が中心となるか

ら､方法論的にはポ生態学 (Synecology)的方法に特赦

づけちれる｡

このように熱召書旭物稲学をJJ'法論的に税rGLようと耽

る 甥合､多くの生物科学の分科にみる掛合科学的性格は

避 け 得 られない｡ところでが病理学 (MassPathology)

的 ･屯は 班 学的方法論とは何ぞやとの疑問も生ずるし､又

そ れ は 雑 学 に非すやとの批判も全く不当とはいい去れな

い 現 状 で あ る ｡ 併しながらそれは現時点における梗学に

つ い て で あ っ て ､ それなればこそ,6法給の催立を目指し

て 研 究 す べ きで あ る ともいい得る｡つまりそれだけ寄主

- 寄 生 者 と い う複 合体よりなる頒田社会は複雑であると

い う こ と に 他ならない｡

雑音 (1950)はアi77における稲熱病の流行割を狙相

室製_硬噂丑､亜為博判及び魚群型に分けたが､祈る施行

型 の構成或は制約には次の4つの閃手,即ち (a)病崎

齢の発育 と温度､ (b)寄主 (棉)の頃杭 性 と温度,

(C)寄主の生育期 (宙令)と抵抗性､ (d)寄主の遺

伝 (品種)的抵抗性が駒与し,温矧 こおいては病原餌の

緊錐に関与する因子が電要であって､従って恭一次発生

防止争含む病味歯の駆除予防が防除の罪点となるのに対

して､熱熱 こおいては病原の恒常的繁殖によって寄主抵

抗性に関する討手が凍行制無上空重であることを好清し

た｡この例のように流行性の法則を発明することは､防

除理論の感立に貢献するのであって､軽挙の発展が甥梓

されるのであり､按学の発展は方法論､特に実験船方法

の展朗にまつところ大であるといいたい｡

応 用 に つ い て

熱帯植物病学の路用韻面は無限に展開するであろう8

聴紀の禾敷坪盟穂病帝や掃熱病菰行横練の解析と防除方

針の樹立もその劉であるが､熱帯の自然項境は必然的温

欝とは興った人為的鎖茶的立地環境を作り出し､温執 こ

おいて不可能であることを可能にする.一駅を亜麻立措

病に求めよう｡亜麻は北港道等冷涼地における夏季畑作

物であるが､ 稀原歯 (Fusarium l主ni)の畜帝によっ

て連作不能を起す典型的な生物的忌地という宿曲的現象

については周知のところである｡併し熟椿典薬の-特性

ともいうべき沌救濃弟を利用し､亜熟驚 く台掩)のu ～

2月の冷涼朋に水田の懲作とすれば､立絵柄は絶えてそ

の影を見ず､水田の溢水によって構味歯の絶滅を成し縛

るのである｡

併しながら熱掛乙は特有な韮蜜病轡が多くあ ぅて､

これら未解決開成が魚博梅南学の発展によって打的され

る日が待望されるのである｡例えば､軌掛 こお い て席

と間馳 こH班な作物であるココ棚芋は､近年ブイilピッ

ソをql心として収悌朋の成樹が立柵するカタソ カタソ

(Cadang･cadang)の黄砂 こよって佃軌 こ附っている｡

この榔 Ifについては今邪病院が明職で机 ､が近年は虫嫌

任地によるウイルス;月との可惰性に)軌､てEd遡FAOは

クイルス学貯 HolmeB及び MaramOrO8eh を仰次いで

ブイリ･Jピソに派過した｡FA0が肝 r3球において瓜捜

研兜を玉将しつつある抑 ■柑f死テーマは､御伽 相 当し

た稲熱病とこのカタソカタンであることを知れば鎌瀬の

ut柵 皿が性が拙群されよう｡軌柑柄Vlの閥地点はこの

他コーヒー店榊その他多数あるが､ここでは利発する｡

繊 曹

熱青柳まは人な上地と人口とを擁しているにも拘らず､

又∩必的に投な,七･似エネルギー.温度.水掛こ収まれて

いているにも拘らず､それらのJl現な勝也生曲JJは鴇め

て催しか利用されていない｡赦付紙物納学に糾 ､でもJR

知の現卸ま応掛こ畷なく､対戦桐執 こもカタソカタtJに

みるように尤閑地 (Terraincognita)が多く朗されて

いるので.il年研兜B･がライフワ-クとして遜んでも彬
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いのない分野であると思 う ｡ た だ 環 境 学 は 比較学でもあ

るのであって､既成の温 柑 他 病 学 を 習 得 し た上で､初め

て熱帯魅病学の特徴づ け が 可 能 と な る で あ ろう｡つまり

熱符環境の中にだ け 埋 没 し て い て は ､ 熱 帯 の印象を細

的に把握するに 充 分 と は い え な い ｡

この滋味にお い て 琉 球 ､ 台 所 の よ う な 亜 熱 侍の先進地

域において､相 当 の 挙 筋 変 化 と 冷 城 な 冬 季 に 遡 過 し､温

熱両脚の萌 攻 を 体 験 し 得 ろ 立 掛 ま ､ 斯 学 の 研 卿 こ有利と

いえよ う ｡
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